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は じ め に
　文部科学省は，2008（平成20）年12月に「学
士課程教育の構築に向けて」答申を取りまと
め，学士力に関して参考資料1）を提示した。
この答申から，今日の大学教育では，「何を教
えるか」より「何ができるようになるか」に力
点が置かれ，学生が身に付けるべき能力を明確
にしていく取り組みがされている。看護教育も
同時期に，学生が身に付ける能力を明示する動
きがみられ，2010（平成22）年看護系大学協議
会より，看護学士課程教育におけるコアコンピ
テンシーと卒業時到達目標が初めて示され，現
在の教育の現状にそって改訂されている。2018

（平成30）年に示された看護学士課程教育にお
けるコアコンピテンシー2）は， 6つの群で構
成され，Ⅰ群対象となる人を全人的に捉える基
本能力，Ⅱ群ヒューマンケアの基本に関する実
践能力，Ⅲ群根拠に基づき看護を計画的に実践
する能力，Ⅳ群特定の健康課題に対応する実践
能力，Ⅴ群多様なケア環境とチーム体制に関す
る実践能力，Ⅵ群専門職として研鑽し続ける基
本能力の 6つである。
　この 6つのコアコンピテンシーは，実践能力
を問うものであり，講義などの知識だけでな
く，臨地実習といった臨床の中で実践能力を養
う内容になっている。臨地実習は，「看護の臨
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　要旨：本研究は，成人看護学実習に関する文献検討を行い，実習評価に関する現状を知り，
リフレクションと看護観に関する実習評価の課題を明らかにすることを目的とした。医学中央
雑誌Web版（ver.5）のデータベースを用いて検索を行った。キーワードを「成人看護」「実習」
「評価」「2011～ 2020」とし，検索した（164件）。さらに，除外基準を設け86文献を対象とした。
　内容を分類したところ，看護技術の評価や到達度に関する文献が18件（20.9％）であった。
これらの文献のうち11件は，厚労省が示している看護師教育の技術項目と卒業時の到達度に
沿った技術項目を使用していた。一方，実習経験の共有やリフレクションに関する文献は 3件
（3.5％）であった。
　看護技術の実践や見学の有無等，数値で示すことができるような評価はされていた。今後，
患者に合わせたケアができたかどうかを判断できるような評価を追加していくことが求められ
るのではないかと考える。また，リフレクションを身につけることは，効果的で継続的な専門
職能力開発の本質的要素であると言われており，学生が実習中に経験した実践のリフレクショ
ンをすることは重要である。リフレクションに関する評価は難しく文献数も少ない事から，今
後研究を蓄積していく必要があると考える。

　索引用語：　　　成人看護　　／　　実習　　／　　評価　　／　　文献検討
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地実習は，看護職者が行う実践の中に学生が身
を置き，看護職者の立場でケアを行うことであ
る。この学習過程では，学内で学んだ知識・技
術・態度の統合を図りつつ，看護方法を習得す
る。（中略）看護の方法について，『知る』『わ
かる』段階から『使う』『実践できる』段階に
到達させるために臨地実習は不可欠な過程であ
る」 3）と定義されている。臨地実習は，実践
能力をつけるためにも重要な位置づけにある。
そのため，臨地実習で実践能力がどのように評
価されているのか，またはどのような評価をし
ているのかを把握する必要がある。
　実践能力の向上に関与するものとして，リフ
レクションと看護観がキーワードとして挙げら
れる。リフレクションは，看護学士課程教育に
おけるコアコンピテンシーのⅥ群専門職として
研鑽し続ける基本能力に位置付けられている。
リフレクションとは，自身の実践を振り返り新
しい知を見出したり，学びを導いたりする思考
であり，実践の最中にも，これまでに学習した
知識や経験から見出した知識を引き出し，活用
する実践的思考である4）。看護観は，自己の看
護行為の基盤となる考え方や，個人の看護に対
する考え方や信念 5，6）であり，看護実践を支
え，看護者の行為選択の基準となり，看護実践
力や看護の質の向上に不可欠なものである 7，8）。
つまり，看護学士課程教育におけるコアコンピ
テンシーの 6つの能力を養う前提には，基盤と
なる看護観をも養う必要があると言える。
　これらの看護教育における実践能力に関して
参考になるのが，教育学を専門としている今津
の教師の資質・能力の六層構成9）である。今
津は能力に関する評価について，「問題解決技
能や知識・技術（テクニック）は外からの観察・
評価がしやすい能力であり，授業観・子供観・
教育観の練磨，自己成長に向けた探求心など
は，観察・評価しにくい能力である」と述べて
いる。また，「授業観・子供観・教育観の練磨
や，自己成長に向けた探求心といった能力が不
十分だと，身につけた力量も生かされず，その
結果として問題解決技能が発揮できなかった
り，知識・技術（テクニック）も衰退しやすく
なったりするだろう」とも述べている。看護学
の臨地実習評価についても教師と同様に，問題

解決技法である看護記録を基盤とした実習が展
開され，実践の場では，観察が行いやすく評価
しやすい看護技術を中心とした評価が行われて
いるのではないか。加えて，リフレクションと
いった思考力に関する評価や，看護の根底とな
る看護観に関する評価は不十分であるのではな
いかという仮説を立てた。そこで，本研究は，
実習単位数が多い成人看護学実習に焦点を絞
り，成人看護学実習の評価に関する研究（過去
10年間）の文献から，研究の現状を知り，リフ
レクションと看護観に関する実習評価の課題を
明らかにすることを目的とした。なお，成人看
護学実習やコンピテンシーは，国により，実習
形態・実習内容，看護師の役割に相違があると
考え，今回は国内文献を取り扱った。

研 究 方 法
1 ．文献の検索方法
1） 医学中央雑誌web版（ver.5）を用いて検索
を行った。検索には，「成人看護」，「実
習」，「評価」をキーワードとし，「原著論
文」「看護文献」「2011～2020」を入れ，絞
り込みを行った（164件）。

2） 検索された文献から，①看護系学会誌，大
学・短期大学紀要に掲載された論文，②研
究の体裁を整えた論文，③実習評価につい
て記載がされている論文，④国内での論文
を今回の対象文献とした。

3） 除外基準として，①成人看護学領域でない
もの，②学内演習に関する文献，③成人看
護学以外の領域の実習が含まれた文献，④
統合実習に関する文献，⑤文献レビューを
除外基準とし，抽出された86文献を対象と
した。

2．文献の分析方法
　対象文献を精読し，実習の評価についてどの
ような研究が行われているのか，研究方法や結
果から，研究内容について分類を行った。さら
に，評価が行いやすい看護技術の文献，評価が
難しいとされる専門職として研鑽し続ける基本
能力のリフレクションに関する文献と，看護観
に関する文献から，研究デザインと方法につい
て抽出した。これらのデータから，本研究の仮
説である，評価しやすい看護技術が中心に行わ
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れているのか，評価が難しいとされるリフレク
ションといった思考力に関係する評価や，看護
観に関する評価について検討した。
　データの分析過程として，共同研究者と共に
内容を確認し，分析の妥当性を高めるよう努
めた。

倫理的配慮
　文献を取り扱う際には，著作権を侵害するこ
とがないように配慮した。対象文献から抽出・
引用する際には，著者の意図や意味が損なわれ
ないよう努め，論文作成の際に使用した文献
は，本文中に引用したことを明記すると共に引
用文献リストに記載した。

結　　　果
1 ．対象文献の概要
　年代別にみると，2011年 5件，2012年10件，
2013年12件，2014年10件，2015年 6件，2016年
9件，2017年10件，2018年 7件，2019年10件，

2020年 7件であった。看護師養成機関別にみる
と，大学55件，短期大学13件，専門学校 9件，
大学・短期大学の混合 2件，短期大学・専門学
校の混合 3件，記載なし 4件であった。
2． 成人看護学実習の評価に関する論文の内容
分類

　成人看護学実習の評価に関する論文の内容分
類を表1に示す。論文の内容分類では，看護技術
の評価や到達度に関する文献10-27）18件（20.9％），

病棟以外の部署を実習に取り入れた効果14件28-41）

（16.3％），教員・指導者の評価42-51）10件（11.6％），
実習終了後の学習者の理解に関する文献52-57） 6
件（7.0％），授業評価に関する文献58-63）6件
（7.0％），実習評価表に関する文献64-68）5件
（5.8％），実習指導と学生の成績や目標に対す
る到達状況との関係性についての文献69-73）5件
（5.8％），患者への支援方法の評価に関する文
献74-77）4件（4.7％），リフレクションに関する文
献78-80）3件（3.5％），看護観に関する文献81-83）

3件（3.5％），実習前後の学生の成長に関する
文献84，85）2件（2.3％），資料の効果に関する文
献86，87）2件（2.3％），その他の文献88-95）8件
（9.3％）であった。その他の 8文献は，実習オ
リエンテーションに関する文献，学生の学習経
験に関する文献，実習前の自己効力感と実習成
績の関係性，実習環境について，過去 5年間の
実習評価の実態について，学生のストレス評価
に関する文献，学内実習でのシミュレーション
の効果に関する文献であった。
3．看護技術に関する文献
　看護技術に関する文献を表 2に示す。看護技
術に関する文献は，18文献あった。研究デザイ
ンは，全て質問紙を使用した量的研究であっ
た。尺度は，厚生労働省から出された，「看護
師教育の技術項目と卒業時の到達度」を参考に，
各々の学校が作成したものであった。下位項目
は，学生の経験の有無や実践状況（一人で実
施，看護師の指導の下実施，見学，実施してい

表 1．文献の内容分類

n=86
内容分類 論文数 ％
看護技術の評価や到達度 18 20.9
病棟以外の部署を実習に取り入れた効果 14 16.3
教員・指導者の評価 10 11.6
実習終了後の学習者（学生）の理解 6 7.0
授業評価 6 7.0
実習評価表 5 5.8
実習指導と学生の成績や目標に対する到達状況との関係性 5 5.8
患者への支援方法の評価 4 4.7
リフレクションの効果 3 3.5
看護観 3 3.5
実習前後の学生の成長 2 2.3
資料の効果 2 2.3
その他 8 9.3
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表２．看護技術に関する文献

著者 発表（年） タイトル 対象 方法

竹村10） 2020 特定機能病院における成人看護学実習
で習得すべき看護技術項目の精選

大学 
60名 量 成人看護実習技術評価表※（110項目）

渡辺11） 2019 複合的な技術試験導入後の 2年次成人
看護学実習での効果

専門学校 
71名 量

実習で体験した技術内容について
技術試験内容が実習のどのような援助
場面で役立ったのか
臨地実習につながるための技術試験内
容

伊藤12） 2019

終末期ケア実習における看護学生のコ
ミュニケーション・スキルの獲得が対
患者関係知覚とコミュニケーション懸
念に及ぼす影響

大学 
45名 量

終末期ケア場面における看護師コミュ
ニケーション懸念尺度
終末期ケア看護師用コミュニケーショ
ン・スキル尺度
看護師用対関係知覚尺度

青木13） 2018 成人看護学実習における看護技術到達
度評価と実習課題の検討

大学 
38名 量

看護技術体験調査票※

　見学した看護技術56項目
　 看護師とともに実施した看護技術44
項目

生田14） 2018 慢性期成人看護学実習における看護技
術の到達状況と課題

大学 
97名 量 成人老年看護学実習技術経験票※

　14項目146種類

三浦15） 2017 成人看護学実習における看護技術経験
の実態

大学 
77名 量 看護技術チェックリスト※90項目

荻原16） 2016
A大学成人看護学実習における看護技術
経験の実際　パイロットスタディとの
比較

大学 
62名 量 成人看護学実習看護技術経験表※

（143項目）

石橋17） 2016 成人看護学プライマリー・プリセプター
ド実習における技術経験の実態

専門学校 
73名 量 成人看護学技術経験表※（102項目）

桑村18） 2015 成人看護実習II（慢性期）における学習
効果と課題

大学 
平成24～
26年に実
習を終了
した学生

量
受け持ち患者概要
看護技術経験録※

実習目標の到達度

梅川19） 2015 成人看護学実習の前後で変化した看護
学生の社会人基礎力

大学 
99名 量

経産省が示した「社会人基礎力」のプ
ログレスシートに基づき 3つの能力12
の能力要素

菱刈20） 2014

臨地実習における看護実践力育成方法
の検討　看護実践力と影響要因（社会
的スキル，自尊感情，自己教育力）の
実態調査

短期大学 
88名 量

KISS-18
自尊感情尺度日本語版
看護師自己教育尺度

伊藤21） 2014
成人看護学実習における学生の看護実
践能力への自信度と関連要因の分析　
学年，実習過程評価，実習環境の検討

大学 
急性期実
習と慢性
期を履修
した 3年
生と 4年
生

量
文科省より提示された「学士課程で育
成する看護実践能力の 5群」を参考に
看護実践能力に関する23項目
授業過程評価スケール-看護学実習用

立石22） 2013 成人看護学臨地実習において修得され
たコンピテンシーの自己評価

大学 
170名 量

実習目的・目標
CHEERSで開発したコンピテンシー項目
を一部変更した37項目

小西23） 2012
成人看護学実習のオリエンテーション
に看護技術演習を導入したことの効果
　実習終了後のアンケートを分析して

大学 
63名 量 4つの看護技術項目

田中24） 2012
高度専門医療施設における看護学生の
看護基本技術経験割合　成人看護学慢
性期実習からの報告

大学 
168名 量 看護技術チェックリスト※

（13援助項目112看護基本技術）

木村25） 2011 成人看護学実習における看護技術修得
状況の実態

大学 
83名 量 臨地実習における看護技術の習得状況※

（14の技術項目と139の技術）

石光26） 2011 成人看護学実習における学生の看護技
術経験の実態

大学 
85名 量 技術チェックリスト※（111項目）

辻村27） 2011

成人看護学実習における看護基本技術
経験度に関する検討　看護基礎教育カ
リキュラム改正に向けた技術項目の調
査から

大学 
急性期 
83名 
慢性期 
82名

量 看護基本技術経験度※（142項目）

※ 厚生労働省　「看護師教育の技術項目と卒業時の到達度」を参考に作成したもの
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ない等の項目）であり，それらを集計したもの
が半数を占めていた。
　看護実践能力についての文献は 2件であり，
伊藤21）は，文部科学省より提示された看護実践
能力の 5群を参考にし，看護実践能力を調査し
ていた。また，立石22）は，Consolidated Health 
Economic Evaluation Reporting Standards
（CHEERS）で開発したコンピテンシー項目を
一部変更し，調査していた。他の研究方法とし
て，青木13）や小西23）は，看護技術の項目を絞っ
た調査や，梅川19）は，経済産業省の社会人基
礎力を基にした能力調査を行っていた。
　看護技術に関する文献の中の結論や今後の課
題では，看護技術の実践状況（項目の実施でき
たもの，できなかったもの）に関する内容が多
く述べられていた10，13-18，21，23-27）。その対応策と
して，技術項目の実施が低いものに関しては，
看護技術を実践できるような実習環境の整備
や指導者と教員間の連携を課題としている文
献10，13，21，27）や学修方法の見直しや評価を課題と
している文献11，12，14，16，20，23）があった。木村25）は，
看護技術であっても，コミュニケーションに関
連する技術を含め，学生自身の技術経験に関わ
る心構えや姿勢などを総合的に評価することの
可能性を示唆していた。桑村18）は，看護技術
の振り返りを行い経験の意味づけをすることや

患者や家族が退院後に必要なセルフマネジメン
ト力とQOL（Quality of Life）を考察できるよ
うな学習支援をすることの必要性と可能性につ
いて言及していた。立石22）は，学生自身が自
己の能力を見据えながらも看護者として働く自
己の姿を客観的に見つめられる機会を与えるよ
うな教育への必要性と可能性を指摘していた。
4．リフレクションに関する文献
　リフレクションに関する文献を表 3に示す。
対象となった論文は 3文献78-80）であった。これ
らの 3文献は，リフレクションの自己評価に関
する文献が 1件78），実習終了後の経験の共有を
する事例発表会に関する文献が 2件79，80）であっ
た。研究デザインは，全て量的研究であった。
研究方法は，リフレクション尺度，Attention 
Relevance Confidence Satisfaction動機づけモデ
ル（ARCS動機づけモデル）を使用した文献78），
中島らが作成した「事例検討会の評価尺度」を
参考にオリジナルの質問紙を使用した文献79），
自己評価表（オリジナル）を使用した質問紙を
使用した文献80）があった。事例発表会での思
考の振り返りや経験の共有，体験の意味づけ，
学生の実習体験の共有についての下位項目があ
げられた。
5．看護観に関する文献
　看護観に関する文献を表 4に示す。対象と

表４．看護観に関する文献

著者 発表（年） タイトル 対象 方法

藤井81） 2019 臨地実習における学生の看護者として
の認識に関する研究 短期大学 質 臨床実習カンファレンスをすべて録音 

教員の指導過程におけるメモ

秋山82） 2015 成人看護実習時の実習態度に関する学
生の自己評価と教員評価の比較

短期大学 
99名 
教員 9名

量 原らの成人看護学実習における実習態度
の評価を基に研究者が作成した10項目

柘野83） 2013 成人看護学実習Bにおける学生の学びに
関する研究　実習総括記録からの検討

短期大学 
63名 質 実習総括記録

表３．リフレクションに関する文献

著者 発表（年） タイトル 対象 方法

青木78） 2018 成人看護学実習で行うリフレクション
の自己評価と動機づけとの関連

大学 
117名 量 リフレクション尺度

ARCS尺度

福岡79） 2017 成人看護実習における事例発表会の学
びと課題の検討

大学 
49名 量 中島らが作成した「事例検討会の評価」

23項目を参考にオリジナルの質問紙

中原80） 2011

成人看護学実習における実習指導の工
夫（第 1報）ケース・サマリー発表会
参加による学生と指導者への効果の検
討

短期大学 
44名 量

自己評価表（ 4段階評価）
自由記述によるサマリー発表会へ参加し
ての感想
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なった論文は， 3文献81-83）であった。研究デザ
インは，質的研究が 2文献81，83），量的研究が 1
文献82）であった。質的研究では，実習でのカ
ンファレンスの録音と教員の指導記録から学生
の看護者としての認識を分析したもの81）と，
看護記録を使用し，学修体験から看護者として
の自己の価値観・看護観を発展させる内容を記
述したものを分析したもの83）であった。量的
研究では，オリジナルな質問紙を使用し，実習
態度の評価と教員の実習態度の評価を比較した
もの82）であった。

考　　　察
　文献の内容分類をみると，学生の実習理解度
や到達度（看護技術の評価や到達度・実習終了
後の学習者の理解・実習指導と学生の成績や目
標に対する到達状況との関連性），病棟以外の
部署を実習に取り入れた効果・リフレクション
の効果・資料の効果といった教育の工夫に関す
る研究がされていた。学生の実習理解度や到達
度だけでなく，養成機関の目標を達成させるた
めのより良い実習とは何かを考え，様々な工夫
をしている研究や，実習に携わる指導者や教員
の指導評価や授業評価の研究がされており，カ
リキュラムの中での実習の位置づけを考えた評
価がされているのではないかと考える。到達度
評価においては，子どもの学習をねぶみして終
わりにするのではなく，教師の指導，学校のカ
リキュラムや教育条件なども再検討し改善する
ことが必要とされている96）。学生の実習理解度
や到達度を評価する事だけに留まらず，授業改
善や工夫と言ったサイクルを作り循環させ，教
育の改善・検討を常にしていくことが重要であ
ると考える。また，実習評価表に関するものは，
86文献中 5文献と少なく，総括的な評価に関す
る研究は少なかった。看護学士課程教育におけ
るコアコンピテンシーが改訂されるなど，必要
とされる能力が明確になりつつあるため，総括
的な評価を今一度見つめなおすことも必要なこ
となのではないかと考える。
　また，文献の内容分類で，最も多かったの
は，看護技術に関する文献20.9％であった。安
酸97）は，「看護技術においては，因果律で説明
できる法則性と，単純な因果律では説明できな

い，多くの因子の複雑な絡まりあいで規定され
る法則性がある」と述べている。同じ看護技術
でも患者の状態や状況によって実践方法が違う
ことも想定できるため，何をもって「一人で実
施（できた）」と言えるのか，という判断を慎
重に進めていくことが必要であると考える。ま
た，看護技術の実践の有無や見学した等，数値
で示すことができるような評価をするだけでな
く，ひとりひとりに合わせたケアができたかど
うかを判断できるような評価を追加していくこ
とが今後求められるのではないかと考える。
　リフレクションに関する文献と看護観に関す
る文献の 2つは，割合として少なかった。研究
方法は，尺度での評価だけでなく，学生の実習
記録や，カンファレンス内容録音，指導記録な
ど様々な資料を用いて，評価をしようと工夫さ
れていた。看護学教育モデル・コア・カリキュ
ラム98）では，「特定の専門知識・技術の教育に
とどまらない学士としての批判的・創造的思考
力の醸成，対人関係形成能力の基礎となる，自
らをよく知り，自己を深く振り返る内省，自己
洞察能力の強化」が言及されている。リフレク
ションを身につけることは，効果的で継続的な
専門職能力開発の本質的要素であると言われて
いる。実習中は，自ら体験したことを基に，リ
フレクションを行うことで，気づきを得て，思
考力・実践力の能力を向上させる一助となるこ
とができる。また，実践とリフレクションを繰
り返す中で，学生が，自らの行動をリフレク
ションすることは，看護師として必要な態度を
身に付けることができると考える。そのため，
実習中に体験した看護技術等の実践のリフレ
クションは重要である。リフレクションは，だ
れと行うか，どんな視点で行うか，何を使って
行うか，どんな環境であるかなど，様々な要因
がリフレクションの成果に影響を及ぼす。
Bulman99）は，「リフレクションの直接的な効果
として実践における個人の成長を評価すること
は困難に満ちている」とも述べている。このよ
うに，リフレクションは，様々な要因が影響す
ることが明らかになっているため，量的研究だ
けでなく，質的研究やミックスメソッドなど
様々な方法を用いて評価を検討していく必要が
ある。加えて，実習評価におけるリフレクショ
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ンに関する研究は少なく，研究をさらに蓄積し
ていく必要がある。また，看護観に関する研究
では，それぞれの体験した思いから看護観をど
のように評価していくのか，評価基準も難し
く，研究が少ない現状があるのではないかと考
える。一方で，臨地実習での患者との相互作用
の体験を踏まえて看護の本質をつかんでいる報
告がある100，101）。つまり，実習中の短い間でも
看護観は養われていると言える。そのため，看
護観について表記できるような記録等による
ツールの検討や，それらを評価する基準や方法
等について吟味する必要がある。実習評価の看
護観に関する研究は，リフレクションに関する
文献と同様に少なく，さらに研究をしていくこ
とが望まれる。
　看護技術に関する文献の今後の課題では，実
習中の看護技術の実施項目が低い看護技術項目
を経験できるように改善していくかを記載した
課題が多かった。一方で，木村25）は，技術経
験に関わる心構えや姿勢などを総合的に評価す
ること，桑村18）は，看護技術の振り返りを行
い経験の意味づけをすること，立石22）は，学
生自身が自己の能力を見据えながらも看護者と
して働く自己の姿を客観的に見つめられる機会
を与えるような教育の必要性と可能性について
指摘していた。これらの指摘は，看護技術の枠
内にあっても，対人関係能力や看護観のつなが
りへ結びつくことを述べているのだと言える。
今津 9）は，「技術（テクニック）は対人関係能
力と教育観も動員されて問題解決技能に結晶し
幅広い技能（スキル）として発揮される」と述
べている。しかし，木村25）桑村18）立石22）の文
献では，技術の経験を中心とした学習でも，学
習者や教育者の受け止め方や実習での経験をど
のように活用するかによって，対人関係能力や
看護観を養うことにつながる教育が行える可能
性を示唆しているのかもしれない。こうした看
護技術の評価から，対人関係能力や看護観等の
能力がどのように養われていくのかを研究する
ことも必要であると考える。
　実習評価は，各々の養成機関の実習目標に応
じた実習評価がされており，看護技術だけでな
く，対人関係能力や，看護観，専門職者として
の態度を養う項目も実習評価に含まれている。

今回抽出された内容分類を個別に評価している
わけではなく，レポートや学びの共有からも評
価していると考える。しかし，それらをどのよ
うに教育者が判断し評価しているのかといった
教育者が行う評価に関する内容は，今回の文献
検討からは明確にならないためこれらを踏まえ
て評価を再考する必要がある。実習は成人看護
学実習だけでなく，他看護学の分野も実習を
行っており，継続した評価についても視野を広
げていくことが必要であると考える。また，今
回の文献検討では，観察が行いやすく評価しや
すい看護技術を中心とした評価が行われている
のではないか。加えて，リフレクションといっ
た思考力に関する評価や，看護の根底となる看
護観に関する評価は不十分であるのではないか
という仮説を検証するため，看護技術やリフレ
クション，看護観の研究内容について主に焦点
をあてて検討したが，それぞれのリサーチクエ
スチョンや今後の課題をみていくことについて
は，今後の課題としたい。

結　　　論
1 ． 看護技術に関する文献が多く，実践の有無
といった，比較的観察ができ，評価しやす
い研究が多く行われていた。

2． 実践能力として観察が難しく，評価が難し
いとされるリフレクションや看護観に関す
る評価に関する研究は，様々な方法で研究
がされていたが文献数は少ない現状が明ら
かになった。

今後の展望
　実習評価のリフレクションに関する研究は，
様々な影響因子があるため量的研究だけでな
く，質的研究やミックスメソッドなど様々な研
究を積み重ねていく必要がある。
　実習評価の看護観に関する研究は，評価する
ツールの検討や評価基準は何かを明確にしてい
き，評価方法を検討していく必要がある。

付　　　記
　本研究は，第31回日本看護学教育学会学術集
会で発表した内容を加筆・修正したものである。
また，本研究における利益相反は存在しない。
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The evaluation of Medical-surgical nursing practice ─ Current status and 
issues: A review of literature
─ Focusing on reflection and the view of nursing ─

Hiromi YAMATO1, Nahoko NAGAI1, Hiroaki SUGITA 1  and Kenji MIWA 2

J. Natl. Def. Med. Coll.（2022）47（2）：97－107

　Abstract: This study aimed to clarify the issues related to the evaluation of medical-surgical 
nursing practice and its results, focusing on improving the thinking and practical skills and the 
perspectives about nursing by reviewing research trends. This research was conducted using the 
Ichu-shi web (ver. 5) search. Using combinations of search terms, such as “medical-surgical 
nursing,” “clinical practice,” “evaluation,” and “2011-2020,” 86 articles were found and analyzed. In 
the content classification, there were many studies on the evaluation and achievement of nursing 
skills. It is necessary to make evaluations that can be shown numerically (such as whether or not 
nursing skills are practiced and studied by observation) and can also judge whether or not care 
has been achieved (according to the patient) or not. Only a few reports shared or reflected on 
experiences during practice. However, reflection is an essential competency for effective and 
continuous professional development, and further research is required.

　Key words:　　medical-surgical nursing　　／　　nursing practice　　／　　evaluation　
　／　　reviewing research


